
２０１８年７月１９日制定 

ＪＤＳＦ－ＰＤ 西部ブロック昇降級基準 

  

（目的） 

第1条 本基準は、ＪＤＳＦ－ＰＤ西部ブロック登録選手に対して、登録選手の競技実績により与え

られるクラスの昇級及び降級について明確に定めることを目的とする。 

 

（適用） 

第2条 本基準は、ＪＤＳＦ－ＰＤ西部ブロックのＰＤブロックランキング対象競技会に適用するも

のとする。 

 

（競技年度） 

第3条 競技会の年度は１月１日から１２月３１日とする。 

（級の付与） 

第4条 第１条に基づき以下のとおり級を付与する。 

１、 級を付与するのは、ＪＤＳＦ－ＰＤ登録の西部ブロック所属選手を対象とする。 

２、 級は、上位より、Ａ級、Ｂ級、Ｃ級、の３階級とする。 

３、 スタンダード、ラテンそれぞれに独立した級を付与するものとする。 

４、 年間のブロックランキングポイントに基づき、翌年の級を選手に付与する。 

５、 ＰＤブロックランキング対象競技会のうち、上位３競技会のポイント合計点で決定する。

（出場した競技会が３回に満たない場合は、すべての競技会のポイント合計点で決定する。） 

６、 合計点の上位より１５％をＡ級、３５％をＢ級、５０％をＣ級とする。合計点が同点の場

合は、対象競技会の出場回数の多い方を上位とする。同位の場合は、ＰＤブロック選手権のポ

イント合計の高い方、さらに同位の場合は、ＰＤブロック選手権の最高順位の高い方を上位と

する。 

７、 ＰＤブロックランキング対象競技会に一度も出場しなかった場合、級は付与されない。（無

級とする） 

８、 年度の途中でカップルを変更した場合、変更後のカップルで出場した競技会のポイントの

みを対象とする。 

９、 級は個人に付与される。 

１０、付与されたクラスは翌年の１年間のみ有効とし、年末に消失するものとする。 

 

（附則） 

１、 この基準は２０１８年より施行する。 

２、 この基準による級が付与されるのは、２０１９年からとする。（２０１８年の実績に     

基づく） 

３、 第４条第６項の計算方法は合計点の上位より、級を付与される対象の組数の上位より１

５％以内（端数切り上げ）をＡ級とし、それを除く上位より５０％以内（端数切り上げ）をＢ

級とし、残りをＣ級とする。  

４、 この基準により決定できない場合、解決できない事象が起こった時はＪＤＳＦ－ＰＤ西部

ブロック運営委員会においてその都度審議し決定することとする。 


